
セット内容の確認

箱から本体と付属品を取り出し、以下のものが
すべてそろっていることをご確認ください。

本体

送信機 受信機

付属品

各部名称

□ ラベリアマイクロホン □ ウインドスクリーン □ ホルダークリップ

□ XLR-BMP変換
入力ケーブル

□ シューマウントアダプター

□ ベルトクリップ

□ XLR-BMP変換
出力ケーブル

□ ステレオミニ-BMP
変換ケーブル □ 取扱説明書

アンテナ

送信機

ディスプレイ部

MIC/LINE
セレクター

音声入力端子

AF/PEAK
インジケーター

電源スイッチ

電池ケース

SETボタン

+/-ボタン

受信機

アンテナ

モニター端子

RFインジケーター

音声出力端子

ディスプレイ部

SETボタン

+/-ボタン
電源スイッチ

電池ケース

準備をする

電池を入れる

送信機のイラストですが受信機の入れかたも同様です。

電池ケースを引き出す。 単3形アルカリ乾電池2本を入れ、
電池ケースを戻す。

送信機へ付属品を取り付ける

マイクロホン（付属）

確実に接続するために、
端子カバーを閉める。

【マイクロホンを接続する】

【ホルダークリップとウインドスクリーンを取り付ける】

カチッと音が
するまではめ込む。

ホルダークリップのクランプ部に
ケーブルをはさみ込む。

ウインドスクリーンの穴に
マイクロホンを差し込む。

【ベルトクリップを取り付ける】

ベルトクリップを送信機側面の
穴に差し込む。

もう片側の穴に差し込んで
固定する

受信機へ付属品を取り付ける

【音声出力端子に変換ケーブルを接続する】

XLR-BMP変換出力ケーブル（付属）

確実に接続するために、
端子カバーを閉める。

【ベルトクリップを取り付ける】

送信機の「ベルトクリップを取り付ける」を参照してください。

【シューマウントアダプターを取り付ける】

ベルトクリップの下部を押して浮かせながら（①）、
シューマウントアダプターの溝2本をベルトクリップ
に合わせ矢印の方向にスライドさせる（②）。

シューマウントアダプターの溝で
ベルトクリップが固定されるまで
押し込む。

カムコーダーへ受信機を取り付ける

受信機に取り付けたシューマウントアダプターを用いて
カムコーダーのライトシュー部分に取り付ける。

受信機（シューマウントアダプター装着）

XLR-BMP変換出力ケーブル（付属）

操作をする

受信機のチャンネルを設定する

① 受信機の電源スイッチをONにして電源を入れる。

② ディスプレイ部の設定内容が点滅するまで
SETボタンを1秒以上押したままにする。

③ SETボタンを繰り返し押し
チャンネルグループ表示を
点滅させる。

【チャンネルグループで設定】 【周波数で設定】

③ SETボタンを繰り返し押し
周波数表示を点滅させる。

④ +/-ボタンを押して、
希望のグループ名を選択し、
SETボタンを押す。

⑤ 同じく+/-ボタンを押して、
希望のチャンネル番号を選択し、
SETボタンを長押して確定させる。

④ +/-ボタンを押して、希望の
周波数を選択し、SETボタン
を長押して確定させる。

【選択グループ内の空きチャンネルを検索】

⑤ SETボタンを押しながら
+ボタンを押す。

⑥ 「SET +」が点滅したら
SETボタンと+ボタンを放す。

⑦ +ボタンを押す。

⑧ 空きチャンネル番号が
点滅するので、+ボタンで
希望のチャンネル番号を選択し、
SETボタンを長押して確定させる。

送信機の各種設定をする

① 送信機のSETボタンを押したままで、電源スイッチをONにする。

② SETボタンを繰り返し押して、
チャンネル番号を点滅させる。

【チャンネル番号で設定】 【周波数で設定】

② SETボタンを繰り返し押して、
周波数表示を点滅させる。

③ +/-ボタンを押して、希望の
チャンネル番号を表示させる。

③ +/-ボタンを押して、希望の
周波数を表示させる。

④ SETボタンを繰り返し押して、
アンテナ出力のレベル表示を
点滅させる。

【送信出力のレベルを設定】 【設定を終了】

H （10mW）：広い空間で使用するとき

L （2mW） ：複数のチャンネルを同時に
運用するとき

⑤ +/-ボタンを押して、希望の
送信出力レベルを表示させる。

④ 電源スイッチをOFFにして
いったん設定を終了する。

＊ 設定内容は、電源を入れ
直したときに反映されます。

⑥ 電源スイッチをOFFにして
いったん設定を終了する。

＊ 設定内容は、電源を入れ
直したときに反映されます。

送信機のアッテネーターレベルを設定する

① 送信機の電源スイッチをONにして電源を入れる。

空きチャンネル検索のご注意

＊ チャンネルグループ00以外で
検索してください。

＊ 空きチャンネルが無い場合、
ディスプレイ部に「NO CH」と表示されます。
この場合は、別のチャンネルグループにて
検索してください。

② SETボタンを繰り返し押して
アッテネーターレベルを表示させる。

③ +/-ボタンを押して、希望のアッテネーターレベルを表示させる。

使用をする

受信状態を確認する

① 送信機と受信機の電源スイッチをONにして電源を入れる。

② 受信機ディスプレイ部のRF表示にて
高周波入力レベルを確認する。

③ 送信機のマイクロホンに向かって喋ったとき
受信機ディスプレイ部のAF表示が点灯する
ことを確認する。

高周波入力レベル
高低

AF表示

これで、基本的な操作・使用方法の説明は終わりです。

さらに詳しい説明については、取扱説明書をご覧ください。

高周波入力（RF）表示
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